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５

事
務
局
に
、
そ
の
事
務
を
分
掌
す
る
た
め
、
部
及
び

課
を
置
く
。

６

第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
事

務
局
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
両
議
院
の
議
長
が
協
議

し
て
定
め
る
。

第
三
章

事
故
調
査
等

（
事
故
調
査
等
）

第
十
条

委
員
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
行
う
も
の
と

す
る
。

一

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故

（
以
下
「
東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
」
と

い
う
。）の
直
接
又
は
間
接
の
原
因
を
究
明
す
る
た
め

の
調
査
を
行
う
こ
と
。

二

東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
い
発
生

し
た
被
害
の
直
接
又
は
間
接
の
原
因
を
究
明
す
る
た

め
の
調
査
を
行
う
こ
と
。

三

関
係
行
政
機
関
そ
の
他
関
係
者
が
東
京
電
力
福
島

原
子
力
発
電
所
事
故
に
対
し
講
じ
た
措
置
及
び
東
京

電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
い
発
生
し
た
被

害
の
軽
減
の
た
め
講
じ
た
措
置
の
内
容
、
当
該
措
置

が
講
じ
ら
れ
る
ま
で
の
経
緯
並
び
に
当
該
措
置
の
効

果
を
究
明
し
、
又
は
検
証
す
る
た
め
の
調
査
を
行
う

こ
と
。

四

こ
れ
ま
で
の
原
子
力
に
関
す
る
政
策
の
決
定
又
は

了
解
及
び
そ
の
経
緯
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
の
調

査
を
行
う
こ
と
。

五

前
各
号
の
調
査
（
以
下
「
事
故
調
査
」
と
い
う
。）

の
結
果
に
基
づ
き
、
原
子
力
に
関
す
る
基
本
的
な
政

策
及
び
当
該
政
策
に
関
す
る
事
項
を
所
掌
す
る
行
政

組
織
の
在
り
方
の
見
直
し
を
含
む
原
子
力
発
電
所
の

事
故
の
防
止
及
び
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
伴
い
発

生
す
る
被
害
の
軽
減
の
た
め
講
ず
べ
き
施
策
又
は
措

置
に
つ
い
て
、
提
言
を
行
う
こ
と
。

六

前
各
号
に
掲
げ
る
事
務
を
行
う
た
め
必
要
な
調
査

及
び
研
究
を
行
う
こ
と
。

（
参
考
人
の
出
頭
）

第
十
一
条

委
員
会
は
、
事
故
調
査
の
た
め
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
参
考
人
の
出
頭
を
求
め
、
そ
の
意

見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
委
員
会
に
出
頭
し
た
参
考
人
に

は
、
議
院
に
出
頭
す
る
証
人
等
の
旅
費
及
び
日
当
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
の
規

定
の
例
に
よ
り
旅
費
及
び
日
当
を
支
給
す
る
。

（
資
料
の
提
出
の
要
求
）

第
十
二
条

委
員
会
は
、
事
故
調
査
の
た
め
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
国
の
行
政
機
関
、
地
方
公
共
団
体

の
公
署
、
原
子
力
事
業
者
そ
の
他
の
者
に
対
し
て
、
資

料
の
提
出
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
は
、
当
該
要
求
を
受
け
た
者
は
、
こ
の
法
律
に

別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
こ
れ
に
応
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
要
求
を
受
け
た
国
の
行
政
機
関
及
び
地
方
公

共
団
体
の
公
署
は
、
当
該
要
求
を
受
け
た
日
か
ら
七
日

以
内
に
、
当
該
要
求
に
係
る
資
料
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
期
間
内
に
当
該
資
料
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
正
当
の
理
由

が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
理
由
及
び
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
合
理
的
な
期
限
を
明
示
し
た
と
き
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

３

前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第

一
項
の
要
求
を
受
け
た
国
の
行
政
機
関
及
び
地
方
公
共

団
体
の
公
署
は
、
当
該
明
示
し
た
期
限
内
に
、
当
該
要

求
に
係
る
資
料
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
職
務
上
の
秘
密
に
関
す
る
資
料
の
提
出
）

第
十
三
条

前
条
第
一
項
の
要
求
を
受
け
た
国
の
行
政
機

関
又
は
地
方
公
共
団
体
の
公
署
は
、
当
該
要
求
に
係
る

資
料
に
つ
い
て
、
職
務
上
の
秘
密
に
関
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
の
申
立
て
を
行
い
、そ
の
提
出
を
拒
む
と
き
は
、

そ
の
理
由
を
疎
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
そ
の
理
由
を
委
員
会
に
お
い
て
受
諾
し
得

る
と
き
は
、
当
該
国
の
行
政
機
関
又
は
地
方
公
共
団
体

の
公
署
は
、
当
該
要
求
に
係
る
資
料
を
提
出
す
る
必
要

が
な
い
。

２

前
項
の
理
由
を
受
諾
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

は
、
委
員
会
は
、
両
議
院
の
議
長
に
対
し
て
、
前
条
第

一
項
の
要
求
に
係
る
資
料
の
提
出
が
国
家
の
重
大
な
利

益
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
旨
の
内
閣
の
声
明
又
は
同
項
の

要
求
に
係
る
資
料
の
提
出
が
公
の
利
益
を
害
す
る
旨
の

当
該
地
方
公
共
団
体
の
声
明
を
要
求
す
る
よ
う
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

３

前
項
の
求
め
を
受
け
た
各
議
院
の
議
長
が
同
項
の
声

明
を
要
求
し
、
こ
れ
に
対
し
て
同
項
の
声
明
が
あ
っ
た

場
合
は
、
前
条
第
一
項
の
要
求
を
受
け
た
国
の
行
政
機

関
又
は
地
方
公
共
団
体
の
公
署
は
、
当
該
要
求
に
係
る

資
料
を
提
出
す
る
必
要
が
な
い
。

４

前
項
の
要
求
後
十
日
以
内
に
、
内
閣
又
は
地
方
公
共

団
体
が
第
二
項
の
声
明
を
出
さ
な
い
と
き
は
、
前
条
第

一
項
の
要
求
を
受
け
た
国
の
行
政
機
関
又
は
地
方
公
共

団
体
の
公
署
は
、
当
該
要
求
に
係
る
資
料
を
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
定
の
委
員
等
に
よ
る
予
備
的
又
は
補
充
的
な
調

査
）

第
十
四
条

委
員
会
は
、
委
員
会
に
お
け
る
参
考
人
か
ら

の
意
見
聴
取
等
委
員
会
の
調
査
を
効
率
的
及
び
実
効
的

に
行
う
た
め
、
特
定
の
委
員
又
は
事
務
局
職
員
に
、
事

前
又
は
事
後
の
予
備
的
又
は
補
充
的
な
調
査
を
行
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
予
備
的
又
は
補
充
的
な
調
査
は
、
特
定
の
委

員
又
は
事
務
局
職
員
を
派
遣
し
て
行
う
ほ
か
、
第
十
一

条
及
び
第
十
二
条
第
一
項
前
段
の
規
定
の
例
に
準
じ
て

行
う
も
の
と
す
る
。

（
両
院
合
同
協
議
会
に
対
す
る
国
政
調
査
の
要
請
）

第
十
五
条

委
員
会
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
両
院
合
同
協
議
会
に
対
し
、
国
会
法
附
則
第
七

項
の
規
定
に
よ
り
国
政
に
関
す
る
調
査
を
行
う
よ
う
、

要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

（
報
告
書
の
提
出
等
）

第
十
六
条

委
員
会
は
、
委
員
長
及
び
委
員
の
任
命
の
日

か
ら
起
算
し
て
お
お
む
ね
六
月
後
を
目
途
と
し
て
、
事

故
調
査
の
結
果
及
び
第
十
条
第
五
号
の
提
言
を
記
載
し

た
報
告
書
を
両
議
院
の
議
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２

両
議
院
の
議
長
は
、
前
項
の
報
告
書
を
受
理
し
た
と

き
は
、
こ
れ
を
広
く
公
表
す
る
措
置
を
講
ず
る
も
の
と

す
る
。

３

第
一
項
の
報
告
書
は
、
両
議
院
の
議
長
が
協
議
し
て

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
内
閣
に
送
付
す
る
。

（
調
査
活
動
の
終
了
）

第
十
七
条

委
員
会
は
、
前
条
第
一
項
の
報
告
書
を
提
出

し
た
と
き
に
、
そ
の
調
査
活
動
を
終
了
す
る
。

第
四
章

財
政
措
置
等

第
十
八
条

こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
と
な
る
人
員
に
つ

い
て
は
、
国
会
職
員
の
定
員
に
上
乗
せ
し
て
確
保
さ
れ

る
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要

と
な
る
経
費
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
格
別
の
財
政
措
置

が
講
じ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
国
会
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
十
一
号
）
の
施
行
の
日

か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
条
の
規
定
は
、
公
布
の

日
か
ら
施
行
す
る
。

（
準
備
行
為
）

第
二
条

委
員
会
の
委
員
長
及
び
委
員
の
任
命
の
た
め
に

必
要
な
行
為
そ
の
他
委
員
会
の
設
置
の
た
め
に
必
要
な

準
備
行
為
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
お
い
て
も
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

（
こ
の
法
律
の
失
効
）

第
三
条

こ
の
法
律
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
起

算
し
て
一
年
を
経
過
し
た
日
に
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

（
国
会
職
員
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

国
会
職
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
八
十
五

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
調
査
委
員
会
法

（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
十
二
号
）
が
そ
の
効
力
を

有
す
る
間
に
お
け
る
第
一
条
、
第
五
条
、
第
八
条
、
第

十
五
条
の
六
、
第
十
六
条
、第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
、

第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
十
三
条
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
第
一
条
中
「
次
に
掲
げ
る
者
」
と
あ
る

の
は
「
次
に
掲
げ
る
者
並
び
に
東
京
電
力
福
島
原
子
力

発
電
所
事
故
調
査
委
員
会
の
委
員
長
及
び
委
員
そ
の
他

の
職
員
」
と
、
第
五
条
、
第
八
条
及
び
第
二
十
八
条
第

一
項
中
「
並
び
に
国
立
国
会
図
書
館
」
と
あ
る
の
は

「
、
国
立
国
会
図
書
館
」
と
、「
専
門
調
査
員
」
と
あ
る

の
は
「
専
門
調
査
員
並
び
に
東
京
電
力
福
島
原
子
力
発

電
所
事
故
調
査
委
員
会
の
委
員
長
及
び
委
員
」
と
、
第

十
五
条
の
六
中
「
定
め
る
」
と
あ
る
の
は
「
定
め
、
東

京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
調
査
委
員
会
の
職
員

に
つ
い
て
は
東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
調
査

委
員
会
の
委
員
長
が
両
議
院
の
議
院
運
営
委
員
会
の
承

認
を
経
て
定
め
る
」
と
、
第
十
六
条
中「
専
門
調
査
員
」

と
あ
る
の
は
「
専
門
調
査
員
、
東
京
電
力
福
島
原
子
力

発
電
所
事
故
調
査
委
員
会
の
委
員
長
及
び
委
員
」
と
、

第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
中
「
並
び
に
国
立
国
会
図
書

館
の
館
長
」
と
あ
る
の
は
「
、
国
立
国
会
図
書
館
の
館

長
並
び
に
東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
調
査
委

員
会
の
委
員
長
及
び
委
員
」
と
、
第
三
十
三
条
中
「
訴

追
委
員
会
」
と
い
う
。）」
と
あ
る
の
は「
訴
追
委
員
会
」

と
い
う
。）並
び
に
東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故

調
査
委
員
会
」
と
す
る
。

前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
三
十

三
条
の
規
定
に
よ
り
東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
事

故
調
査
委
員
会
に
設
け
る
国
会
職
員
考
査
委
員
会
の
委

員
長
は
、
東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
調
査
委

員
会
の
委
員
長
、
そ
の
委
員
に
は
、
東
京
電
力
福
島
原

子
力
発
電
所
事
故
調
査
委
員
会
の
委
員
、
各
議
院
事
務

局
の
事
務
総
長
及
び
事
務
次
長
並
び
に
各
議
院
法
制
局

の
法
制
局
長
及
び
法
制
次
長
が
、
こ
れ
に
当
た
る
。

（
国
会
に
置
か
れ
る
機
関
の
休
日
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
）

第
五
条

国
会
に
置
か
れ
る
機
関
の
休
日
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
附
則
に
次
の
一
項
を
加

え
る
。

２

東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
調
査
委
員
会

法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
十
二
号
）
が
そ
の
効

力
を
有
す
る
間
に
お
け
る
第
一
条
第
二
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
定
め
る
も
の
」
と
あ

る
の
は
、「
定
め
る
も
の
並
び
に
東
京
電
力
福
島
原
子

力
発
電
所
事
故
調
査
委
員
会
」
と
す
る
。
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